
　
国
、
地
方
自
治
体
及
び
学

校
は
平
成
二
十
五
年
九
月
に

施
行
さ
れ
た
「
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
（
以
下
法
）
」

に
基
づ
き
い
じ
め
に
対
応
し

て
い
る
。
一
方
、
十
月
に
文

科
省
よ
り
公
表
さ
れ
た
「
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登

校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題

に
関
す
る
調
査
結
果
」
に
よ

る
と
い
じ
め
の
認
知
件
数
は

四
十
一
万
件
を
超
え
過
去
最

高
を
記
録
、
更
に
自
殺
等
の

重
大
事
態
は
四
百
七
十
四
件

と
後
を
絶
た
な
い
◆
こ
の
様

な
背
景
か
ら
、
今
年
三
月
総

務
省
は
文
科
省
及
び
法
務
省

に
対
し
「
い
じ
め
防
止
対
策

の
推
進
に
関
す
る
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
勧
告
」
を
行
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
現
在
、

法
改
正
に
向
け
た
動
き
が
進

ん
で
い
る
◆
現
行
法
を
ベ
ー

ス
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

発
出
さ
れ
て
い
る
「
い
じ
め

防
止
等
の
た
め
の
基
本
方
針
」

や
「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の

調
査
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
等
の
内
容
を
付
加
し
た

も
の
が
議
論
さ
れ
て
い
る
◆

重
大
事
態
に
関
す
る
「
調
査

報
告
書
」
に
よ
る
と
、
学
校

や
教
育
委
員
会
に
よ
る
事
実

の
隠
蔽
等
の
ケ
ー
ス
も
少
な

か
ら
ず
報
告
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
学
校
現
場
を
預
か
る
教

師
と
し
て
忸
怩
た
る
思
い
で

あ
る
。
法
改
正
に
よ
り
、
い

じ
め
に
対
し
よ
り
徹
底
し
た

対
応
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
ろ
う
。
学
校
現
場
は

多
忙
を
極
め
て
い
る
が
、
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
、
ま
さ
に
教
育
専
門
職

の
本
来
業
務
で
あ
ろ
う
（
郡
）
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１

■第８次中央要請行動 ………………２面

■教育シンポジウム高知 ……………３面

■役員選挙告示、第208回執行委員会等 … ４面

第９次中央要請行動

菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
に
署
名
を
提

出
す
る
全
日
教
連
事
務
局
専
従

　
全
日
教
連
は
十
一
月
二
十
一
日
に
、
教
職
員
定
数
の
改
善
、

人
材
確
保
法
の
尊
重
、
義
務
教
育
費
全
額
国
庫
負
担
を
求
め
る

全
国
の
会
員
や
一
般
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
三
万
二
百
十
六
筆

の
署
名
を
、
国
会
請
願
と
し
て
井
上
信
治
衆
議
院
議
員
を
通
じ

て
大
島
理
森
衆
議
院
議
長
に
提
出
し
た
。
ま
た
十
一
月
二
十
七

日
に
は
、
首
相
官
邸
に
お
い
て
、
三
万
二
百
八
十
筆
の
署
名
を
、

菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
に
提
出
し
た
。
政
府
要
望
と
し
て
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
に
届
け
ら
れ
る
。

菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
を
通
じ

 安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
へ

井
上
信
治
衆
議
院
議
員
を
通
じ

 大
島
理
森
衆
議
院
議
長
へ

井上信治衆議院議員に署名簿を提
出する郡司隆文全日教連委員長

教育予算確保のために現場の声を伝え教育予算確保のために現場の声を伝えるる
第１１次中央要請行動

充
を
図
る
こ
と

三
　
教
育
に
お
け
る
地
域
間
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
教
材

費
や
図
書
費
等
、
義
務
教
育

費
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
全
額
国
庫
負
担
と

す
る
こ
と

四
　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
に
資
す
る
、
ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
や
部

活
動
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

や
外
部
人
材
の
配
置
拡
充
を

行
う
こ
と

五
　
勤
務
の
特
殊
性
を
鑑
み
、

教
員
の
勤
務
の
実
態
に
見
合

っ
た
適
正
な
教
職
調
整
額
と

な
る
よ
う
見
直
す
こ
と

六
　
教
員
へ
の
変
形
労
働
時
間

制
適
用
に
つ
い
て
は
、
学
校

現
場
の
実
情
を
鑑
み
た
制
度

と
し
て
導
入
が
図
ら
れ
る
こ

と
　
全
日
教
連
は
、
今
後
も
教
育

予
算
が
確
実
に
確
保
さ
れ
る
よ

う
に
要
望
し
て
い
く
。

置
し
、
子
供
た
ち
に
よ
り
質

の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
た

め
に
、ま
た
、今
日
的
な
教
育

諸
課
題
へ
の
適
切
な
対
応
を

可
能
に
す
る
た
め
に
、
義
務

標
準
法
の
改
正
を
伴
う
教
職

員
の
基
礎
定
数
及
び
加
配
定

数
の
拡
充
を
実
現
す
る
こ
と

二
　
人
材
確
保
法
の
初
心
に
立

ち
返
り
、
教
職
員
を
目
指
す

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た

め
、
優
遇
部
分
の
大
胆
な
拡

　
十
一
月
十
三
日
に
第
十
一
次

中
央
要
請
行
動
と
し
て
、
自
由

民
主
党
「
平
成
三
十
一
年
度
予

算
・
税
制
・
一
般
政
策
の
要
望
聴

取
と
意
見
交
換
」に
、郡
司
隆
文

全
日
教
連
委
員
長
及
び
、
中
道

敬
事
務
局
長
、
島
村
暢
之
事
務

局
次
長
の
三
名
が
参
加
し
た
。

　
要
望
内
容
は
以
下
の
通
り
。

【
要
望
内
容
】

一
　
学
校
現
場
に
必
要
な
教
職

員
を
継
続
的
・
安
定
的
に
配

第１０次中央要請行動
実
効
性
あ
る
学
校
に
お
け
る

     働
き
方
改
革
を
要
望

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

中
村
裕
之
文
部
科
学
大
臣
政

務
官
と
手
交
す
る
郡
司
隆
文

全
日
教
連
委
員
長

一
、
原
田
義
昭
、
平
井
卓
也
、

福
山
守
、
藤
丸
敏
、
船
田
元
、

古
川
康
、
古
田
圭
一
、
古
屋

圭
司
、
古
屋
範
子
、
堀
内
詔

子
、
桝
屋
敬
悟
、
松
野
博
一
、

三
原
朝
彦
、
宮
内
秀
樹
、
宮

川
典
子
、
武
藤
容
治
、
茂
木

敏
充
、
簗
和
生
、
山
口
俊
一
、

山
口
泰
明
、山
田
賢
司
、山
本

幸
三
、義
家
弘
介
、鰐
淵
洋
子

参
議
院
議
員

赤
池
誠
章
、
有
村
治
子
、
石

井
浩
郎
、
石
田
昌
宏
、
磯
﨑

仁
彦
、
今
井
絵
理
子
、
上
野

通
子
、
江
島
潔
、
衛
藤
晟
一
、

大
家
敏
志
、
大
野
泰
正
、
小

野
田
紀
美
、
河
野
義
博
、
北

村
経
夫
、
木
村
義
雄
、
佐
々

木
さ
や
か
、
里
見
隆
治
、
高

瀬
弘
美
、
高
橋
克
法
、
中
西

祐
介
、
橋
本
聖
子
、
林
芳
正
、

松
山
政
司
、
三
浦
信
祐
、
三

木
亨
、
水
落
敏
栄
、
三
宅
伸

吾
、
山
田
宏
、
山
谷
え
り
子
、

山
本
博
司
、
渡
辺
美
知
太
郎

謝
し
て
い
る
。
し
っ
か
り
と

予
算
確
保
で
き
る
よ
う
に
努

め
た
い
」
等
、
多
く
の
国
会

議
員
か
ら
理
解
と
賛
同
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。な
お
、要

望
先
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。

  要
望
先
  

　
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

衆
議
院
議
員

麻
生
太
郎
、
穴
見
陽
一
、
安

倍
晋
三
、
安
藤
裕
、
井
上
信

治
、
井
上
貴
博
、
大
野
敬
太

郎
、
鬼
木
誠
、
加
藤
勝
信
、

金
子
俊
平
、
亀
岡
偉
民
、
河

村
建
夫
、
岸
信
夫
、
木
原
稔
、

高
村
正
大
、
古
賀
篤
、
後
藤

田
正
純
、
櫻
田
義
孝
、
左
藤

章
、
佐
藤
勉
、
佐
藤
明
男
、

下
村
博
文
、
鈴
木
淳
司
、
薗

浦
健
太
郎
、
武
田
良
太
、
田

中
和
德
、
田
中
英
之
、
田
野

瀬
太
道
、
永
岡
桂
子
、
中
野

洋
昌
、
中
村
裕
之
、
丹
羽
秀

樹
、
根
本
匠
、
野
田
聖
子
、

馳
浩
、
鳩
山
二
郎
、
濵
地
雅

じ
な
い
よ
う
、
教
材
費
・
図

書
費
を
含
め
た
義
務
教
育
に

係
る
費
用
を
全
額
国
庫
負
担

と
す
る
こ
と
、
地
財
措
置
さ

れ
た
教
育
に
係
る
予
算
を
確

実
に
執
行
す
る
よ
う
都
道
府

県
を
指
導
す
る
こ
と
、
人
材

確
保
法
の
初
心
に
立
ち
返
り

優
遇
部
分
を
拡
充
す
る
こ

と
、
教
員
勤
務
実
態
調
査
の

結
果
を
反
映
し
た
適
切
な
教

職
調
整
額
と
な
る
よ
う
見
直

す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
国
会

議
員
に
強
く
訴
え
た
。

　
そ
の
他
の
要
望
と
し
て
、

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た

内
容
を
現
場
の
教
員
が
自
信

を
も
っ
て
指
導
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
全
日
教
連
の
要
望
に
対
し

て
、「
国
づ
く
り
に
は
、
人
づ

く
り
が
欠
か
せ
な
い
。
全
日

教
連
の
要
望
は
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
た
」
や
「
現
場
の

教
職
員
の
尽
力
に
は
大
変
感

拡
充
を
図
る
こ
と
や
、
勤
務

時
間
内
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
教
育
活
動
を
行
う
た
め
に
、

時
間
管
理
の
み
な
ら
ず
業
務

改
善
を
併
せ
て
進
め
る
こ
と

等
、教
育
の
質
の
維
持
・
向
上

に
つ
な
が
る
施
策
推
進
・
予

算
確
保
を
強
く
要
望
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
間
格
差
が
生

　
全
日
教
連
は
、
十
一
月
五

日
・
六
日
、九
十
二
名
の
国
会

議
員
に
対
し
て
文
教
予
算
の

充
実
及
び
教
育
制
度
の
改
善

に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
要
請
行
動
で
は
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
関
連
し
、
教
員
が
子
供
と

向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
に
資
す
る
人
員
の
確
保

・
配
置
を
推
進
す
る
た
め
に
、

義
務
標
準
法
の
改
正
を
伴
う

基
礎
定
数
及
び
加
配
定
数
の

要
望
内
容

一
　
来
年
五
月
に
行
わ
れ
る

御
代
替
わ
り
を
契
機
と

し
、
国
事
行
為
と
し
て
の

儀
式
や
皇
室
の
行
事
、
御

活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
に

日
本
人
と
し
て
自
国
に
誇

り
を
も
ち
、
歴
史
や
伝
統

・
文
化
を
大
切
に
す
る
等

の
「
美
し
い
日
本
人
の
心
」

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と

二
　
子
供
た
ち
に
対
し
、
安

定
的
、
継
続
的
に
質
の
高

い
教
育
を
行
い
、
今
日
的

な
教
育
諸
課
題
へ
の
適
切

な
対
応
を
可
能
に
す
る
た

め
に
義
務
標
準
法
の
改
正

を
伴
う
基
礎
定
数
及
び
加

配
定
数
の
拡
充
を
図
る
こ

と
三
　
教
職
員
を
目
指
す
優
秀

な
人
材
を
将
来
に
亘
っ
て

確
保
す
る
た
め
、
人
材
確

保
法
の
初
心
に
立
ち
返

り
、
優
遇
部
分
の
大
胆
な

拡
充
を
図
る
こ
と

四
　
義
務
教
育
に
お
け
る
地

域
間
の
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
、
教
材
費
・
図
書
費

等
を
含
め
た
義
務
教
育
に

か
か
る
費
用
を
国
の
責
任

に
お
い
て
全
額
国
庫
負
担

と
す
る
こ
と

五
　
教
員
の
勤
務
の
特
殊
性

を
鑑
み
、
教
員
勤
務
実
態

調
査
の
結
果
を
反
映
し

た
、
適
正
な
教
職
調
整
額

と
な
る
よ
う
見
直
す
こ
と

六
　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
や

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
、
部
活
動
指
導

員
の
配
置
拡
充
等
、
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
に

資
す
る
人
員
配
置
や
教
育

環
境
の
改
善
等
を
推
進
す

る
こ
と

七
　
教
育
専
門
職
と
し
て
教

育
を
推
進
す
る
、
幼
稚
園

教
諭
や
保
育
教
諭
、
高
等

学
校
教
諭
の
給
与
・
待
遇

面
の
改
善
を
図
る
こ
と

八
　
学
校
現
場
に
お
い
て
、

政
治
的
中
立
が
し
っ
か
り

と
保
た
れ
た
主
権
者
教
育

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と

※
　
要
望
を
行
う
際
に
は
、

文
部
科
学
省
や
総
務
省
、
厚

生
労
働
省
等
が
公
開
し
て
い

る
各
種
調
査
結
果
と
全
日
教

連
の
要
望
を
関
連
付
け
た
冊

子
「
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

の
た
め
に
　
文
教
予
算
の
充

実
及
び
教
育
制
度
に
関
す
る

要
望
（
全
日
教
連
作
成
）
」

を
活
用
し
た
。

　
本
冊
子
は
、
全
日
教
連
Ｗ

ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い

る
の
で
、
是
非
各
単
位
団
体

で
の
研
修
会
や
情
宣
活
動
等

で
活
用
し
、
組
織
の
拡
大
・

強
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

臆

俺

牡

卸
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全日教連の要望を伝える中道敬事務局長


